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高島交流館が新しく田尻高島交流館になりました！
2024年9月1日に、高島交流館は旧高島幼稚園跡地に移転しました。名前も田尻高島交流館に変わりました。スロープや多目的トイレもあり、木造平屋建の建物は誰でも利用しやすいユニバーサルデザインになっています。
また自然光を取り込み、開放的なホワイエやデッキテラスは地域の交流スペースとしても利用ができます。
９月21日には、落成式が行われました。式典に引き続き、記念イベントとしてたじりこども園の園児による和太鼓演奏や向丘中学校吹奏楽部による演奏で盛り上がりました。午後からは「田尻はね踊り」や田尻町の神楽団体である金崎芸能保存会と備後田尻荒神神楽保存会による神楽が披露され、新しい交流館で田尻町の歴史を感じるひとときになりました。
移転にともない、住所が変更になりました！
福山市田尻町２３１８番地（旧福山市高島幼稚園跡地）

第41回城西校区人権学習講座
日々の暮らしに人権意識を～人権は守られていますか～
城西校区人権学習講座は、地域のつながりや絆を大切にしながら、日々の暮らしの中に人権意識を広く根づかせることを目的に毎年開催し、今年で４１回となります。

第３講座「改めて考えるＩＣＴとの向き合い方」
～インターネット社会における人権～

講師　渡辺　健次さん（広島大学大学院教授）
とき　１１月１７日　日曜日　１４時から１５時３０分まで
ところ　山手コミュニティセンター　体育館
入場無料　手話通訳もあります

ふくやま人権大学２０２４
【リーフレット活用コース】
人権学習をうまく進めるための実践講座（全３回）
1 とき　１１月１１日　月曜日
内容　講義「無意識の思い込み・偏見とは」
講師　上村　崇さん（福山平成大学　福祉健康学部教授）
2 とき　１1月25日　月曜日
内容　リーフレットを活用した展開例の学習と作成
3 とき　12月2日　月曜日
内容　グループで作った展開例の発表
会場　福山市まなびの館ローズコム
時間　19時から20時30分
定員　30人（先着順）

【表現コース】
障がいのある人もない人も「わたし」を表現してみよう（全３回）
1 とき　１2月8日　日曜日
内容　表現方法を学ぶ
2 とき　１月18日　土曜日
内容　「わたし」を表現する方法を考える
3 とき　1月19日　日曜日
内容　「わたし」を表現する
会場　福山市西部市民センター
時間　①13時から16時　②③13時から17時
講師　一般社団法人　舞台芸術制作室無色透明
定員　20人（先着順）
主催・問合せ・申込は多様性社会推進課　　　
電話  084-928-1006
FAX  084-928-1229

「青年の父」山本瀧之助に学ぶ書道展と講演会
場所　ぬまくま交流館（沼隈図書館）２階
書道展　
とき　11月14日　木曜日　から　20日　水曜日　10時から17時
内容　山本瀧之助に関連する言葉を書道や絵手紙にしたものを展示
問合せ先は南部地域振興課
電話　980-7713

講演会
「青年の父」山本瀧之助の生涯
とき　11月17日　日曜日　13時30分から15時
内容　沼隈を拠点に、その生涯を青少年教育に捧げ「青年の父」といわれている山本瀧之助の生涯や活動を紹介。山本瀧之助記念室の見学と、映像を鑑賞。
講師　沼隈郷土文化瀧之助研究会のみなさん
入場無料
問合せ先は沼隈図書館
電話　987-5630

まちづくりシンポジウムを開催しました！
8月25日　日曜日にぬまくま市民交流センター大会議室において、「持続可能な地域コミュニティを形成するために」というテーマでまちづくりシンポジウムを開催しました。
シンポジウムでは、赤坂学区から生活支援グループAKASAKAの活動について事例発表がありました。またグループワークでは参加者が5つのグループに分かれ、事例発表の感想から各地域の状況や課題を話し合いました。
これからの地域づくりを考える貴重な時間になりました！

済美校区人権問題講演会を開催しました！
ヒロシマとパレスチナ・ガザ　平和と人権
10月5日　土曜日、瀬戸コミュニティセンターで済美校区人権問題講演会を開催しました。呉武田学園の教員で、福山でプロレスラーとしても活躍していたアシュリ・サウザーさんを講師に迎え、「ヒロシマとパレスチナ・ガザ－平和と人権－」をテーマに平和の大切さについてお話しいただきました。
パレスチナ・ガザ地区に住んでいたこともあるアシュリーさんから聞くガザの現状は、胸に打たれるものもあり、またアメリカ人として原爆への葛藤に向き合い、自分＝自分の国というアイデンティティの統一（ナショナリズム）が戦争につながると言われていたのが印象的でした。
今ガザでは1 万人以上の子どもの命が奪われています。アシュリーさんが出会ったガザの学生は「勉強はchance to shine（輝くチャンス）」と語ったそうです。ガザのために、そして平和と人権のために自分たちに何ができるのかを改めて考える時間になりました。

みんなであつまろっっ！！
人・まち・ふくしマルシェ２０２４
とき　2024年（令和６年）11月10日　日曜日　10時から15時
ところ　沼隈サンパル・沼隈支所南駐車場・沼隈サンパル駐車場

マルシェ広場エリア
キッチンカー・飲食店
キッチンカーや飲食・販売店から多数出展　加えて、くじ・おもちゃの販売も
福祉関係SHOP
カレーやパン、スイーツや雑貨など
関係団体SHOP
想青学園、沼南高校、飲み物、古着、フリーマーケット販売、ネイルなど
体験コーナー
絵本の読み聞かせ、SNS配信、いすヨガ、シニア化―など

想青学園体育館
避難所設営体験
沼隈支所と想青学園コラボ企画

沼隈サンパル
体験コーナー
薬剤師体験、和菓子体験、弦楽器体験
展示コーナー
認知症と介護、ポスター原画、まちづくり・地域づくり、地域福祉、山本瀧之助研究会活動、絵本原画、ばらに関する展示など
相談コーナー
介護、暮らし・行政の困りごと

ステージ（沼隈サンパルホール）
地域の学生・団体などが、さまざまな表現で盛大にステージを彩ります
ポスターデザイン表彰式、ダンス、吹奏楽、学習発表、人権・福祉講演、神楽、ウクレレなど

内容については随時ホームページを更新予定
主催　人・まち・ふくしマルシェ実行委員会
[bookmark: _GoBack]共催　公益財団法人　ふくやま芸術文化財団　福山市沼隈サンパル
問合せ・事務局は南部地域振興課　電話　084-980-7713
地域が作った魅力紹介動画がYouTubeで公開されます　お楽しみに！！
これは良いな！と思う動画や地域の動画を見て、応援してください
YouTube「人・まち・ふくしマルシェ実行委員会」チャンネルで公開中
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